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研究成果の概要（和文）：ベトナム国のハノイおよびフエ周辺で飼育されている家畜動物（牛、水牛、山羊、羊）から
血液を採取し、確立した遺伝子診断技術や血清診断技術を活用して、バベシア、タイレリア、トリパノソーマの感染を
解析した。その結果、バベシア（Babesia bovis、Babesia bigemina）、タイレリア（Theileria orientalis）、およ
びトリパノソーマ（Trypanosoma thileri）の感染が確認された。以上の成果は、ベトナムにおける家畜の住血性原虫
病（バベシア病、タイレリア病、及びトリパノソーマ病）の流行実態の解明と防疫対策の技術向上に有益なものとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we analyzed the blood DNA samples sourced from livestock animals 
(cattle, buffaloes, goats, and sheep) bred in Hanoi and Hue provinces of Vietnam for Babesia, Theileria, 
and Trypanosoma infections using genetic and serological diagnostic assays that we established in our 
laboratory. The results demonstrated that the Babesia (Babesia bovis, Babesia bigemina), Theileria 
(Theileria orientalis), and Trypanosoma (Trypanosoma thileri) infections are common among livestock 
animals in Vietnam. The findings of the present study might be useful to investigate the disease 
outbreaks in the endemic areas as well as to design improved preventive strategies against hemo-protozoan 
diseases (babesiosis, theileriosis, and trypanosomiasis) in Vietnam.

研究分野： 獣医原虫病学
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1.  研究開始当初の背景 
 
動物・畜産品の輸入の増加に伴って、海

外の悪性動物病原体がいつ日本国内に侵入
してきてもおかしくない状況にある。こう
した中、病原体侵入を未然に防ぐ有効な方
策として、“輸入検疫の強化”と“海外で発
生している感染症情報の的確な収集”が挙
げられる。 
海外で多発している多種多様な動物感染

症のなかでも、“家畜の３大住血性原虫病
（バベシア病、タイレリア病、トリパノソ
ーマ病）”は畜産業に深刻な被害を与えてい
るため、その情報収集は極めて重要な課題
となっている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、近年経済成長が著しく、多

くの畜産品を日本に輸出するようになって
きたベトナムに焦点をあて、家畜の住血性
原虫病の流行実態の把握とその防疫対策の
確立を目指す。 
具体的達成目標として、１）ベトナム国

内における広範囲な分子疫学調査の実施、
２）各種原虫の流行特性の把握、３）現地
に適した診断法、予防法、及び治療法の確
立、そして４）関連検疫機関への適切な情
報提供等を掲げた。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、ベトナムにおける家畜の住血

性原虫病（バベシア病、タイレリア病、及び
トリパノソーマ病）の流行実態の解明と防疫
対策の技術向上を目指し、次のような内容で
研究を実施した。 
 

（１）実施地域：ベトナム国の主要都市であ
るハノイおよびフエを拠点とし、家畜原虫病
の現地調査を実施した。 
 
（２）国内準備や解析評価：現地疫学調査を
成功裏に終わらせるために、予め各種原虫の
マーカー遺伝子や診断用遺伝子の探索、血清
診断法・遺伝子診断法の確立、及び遺伝子多
型解析の確立を行った。 
 
（３）現地調査：ラボで確立した種々の診断
法や遺伝子多型解析技術を活用してベトナ
ム国での分子疫学調査を行った。 
 
（４）情報提供：①疫学調査の成果を学術論
文、学会発表、ホームページ等を通して、国
内外に発信した。②ベトナム国関連機関には
相手国研究協力者を介して得られた情報を
提供した。③東南アジア各国の関係機関や
OIE には、JICA 研修プログラムや定期会議を
活用して発信した。 
 

４．研究成果 
 
ベトナム国のハノイおよびフエ周辺で飼育

されている家畜動物（牛、水牛、山羊、羊）
から疫学調査に必要な数の血液DNAと血清を
採材・調整した。その後、確立した遺伝子診
断技術や血清
診断技術を活
用してバベシ
ア、タイレリ
ア、トリパノ
ソーマ(図１)
の感染を解析
した。得られ
た成果は以下
の通りである。 
 

（１）バベシア病：我が国の牛大型ピロプラ
ズマ病の原因原虫である Babesia ovata は、
ベトナム国では検出されなかった。しかし、
家畜法定伝染病に指定され、国内では発生が
見られない牛バベシア病の原因原虫である
強 毒 の Babesia bovis お よ び Babesia 
bigemina の感染が、ベトナム国の牛、水牛、
山羊から確認された。また、遺伝子多型解析
によりそれぞれの多彩な遺伝子型を同定し
た。 
 
（２）タイレリア病：我が国の牛小型ピロプ
ラズマ病の原因原虫である Theileria 
orientalisは、ベトナム国の牛、水牛、羊で
も検出された。その遺伝子型は１、３、５、
７、N-1、N-2、N-3 であった。一方、家畜法
定伝染病に指定され、国内では見られない牛
タイレリア病の原因原虫である強毒の
Theileria annulataは検出されなかった。 
 
（３）トリパノソーマ病：我が国でも存在が
確認されている弱毒の Trypanosoma thileri
が、ベトナム国の牛からも検出された。その
遺伝子型は TthiB、TthiD、TthiiB であった。
一方の届出伝染病に指定され、我が国にはな
い Trypanosoma evansi はベトナム国でも確
認されなかった。 
 
以上の成果は、ベトナムにおける家畜の住

血性原虫病（バベシア病、タイレリア病、及
びトリパノソーマ病）の流行実態の解明と防
疫対策の技術向上に有益なものとなり、すべ
て下記の学術論文としてまとめられた。 
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